
00 45 2019.1　広報 広報 　2019.1

1

食
欲
・
芸
術
・
文
化
　
菊
陽
の
秋

■
す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ

　
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
11
月
10
日
に

す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
７
，
５
０
０
人
が
来
場
。
農

産
物
を
は
じ
め
企
業
な
ど
の
自
慢
の
商
品

の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
、

司
会
の
Ｍ
Ｅ
Ｇ
さ
ん
と
大
村
亮
太
さ
ん
、

す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
Ｐ
Ｒ
大
使
の
も
っ
こ

す
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
よ
り
進
行
。
町
内
の
団

体
に
よ
る
発
表
の
ほ
か
、
抽
選
会
や
英
太

郎
さ
ん
の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
、
会
場
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
に

ん
じ
ん
収
穫
体
験
や
子
ど
も
向
け
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
老
若
男
女
の
笑
顔
が

会
場
中
に
溢
れ
ま
し
た
。

■
菊
陽
町
文
化
祭

　
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル
で
10
月
28
日
～

11
月
11
日
に
菊
陽
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
日
舞
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
三
味
線
、
歌
謡
、
吟
詠
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
展
示
に
は
写
真
や
書
道
、
肥
後
て
ま
り
、

油
絵
な
ど
６
０
０
点
近
い
作
品
が
ず
ら
り

と
並
び
、
来
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の

美
し
さ
に
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

■
鼻
ぐ
り
井
手
祭

　
11
月
18
日
に
は
鼻
ぐ
り
井
手
祭
が
開
催
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
菊
陽
武
蔵
剣
豪
太
鼓
に
よ

る
、
鼻
ぐ
り
井
手
の
渦
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

演
奏
や
、
菊
陽
南
小
児
童
に
よ
る
鼻
ぐ
り

井
手
を
テ
ー
マ
に
し
た
音
楽
劇
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
野
菜
な
ど
の
出
店

も
あ
り
、
会
場
は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
中
須
山
側
の
公
園
で
は
、
来
場
者
に
対

し
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
南
小
子
ど
も

ガ
イ
ド
が
鼻
ぐ
り
井
手
を
説
明
。
熱
心
な

説
明
に
、
来
場
者
は
笑
顔
で
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

１，６，９ 大きなにんじんをたくさ
ん収穫　２ 実験・体験のコーナー
も多数出店　３ うまく釣り上げる
のはなかなか難しい　４，５，８ 各
種団体の演技に大きな拍手が送ら
れた　７ 英太郎さんのショーでは
大人も子どももみんな笑顔に
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すぎなみ
フェスタ
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菊陽町文
化祭

鼻ぐり井手祭

１，５，６ ステージでは踊りや歌、楽器演奏
などさまざまな演目が披露された　２ 30
年以上文化協会会員として会の発展に貢献
した内村シマエさんに永年在籍者として表
彰が行われた　３，４ 展示場には製作者の
思いのこもった作品が所狭しと並んだ
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１ サウスくんは子どもたちに大人
気　２ 伝統が受け継がれる馬場楠
の獅子舞　３ 菊陽南小児童が鼻ぐ
り井手を解説　４，５ ステージで
は鼻ぐり井手に関連する発表など
が行われた　６ 来場者と出店者
の和やかな会話　７ 子どもたちは
ゲームに熱中

4

6

5


